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冒
頭
︑
７
月
４
日
付
の
国
交
省
人

事
に
伴
い
退
任
し
た
堀
内
丈
太
郎
国

交
省
前
自
動
車
局
長
と
岡
野
ま
さ
子

大
臣
官
房
審
議
官
（
前
自
動
車
局
担

当
）
が
あ
い
さ
つ
を
実
施
︒
堀
内
前

自
動
車
局
長
は﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
が
︑
坂
本
会

長
を
は
じ
め
と
し
た
全
ト
協
の
体
制

に
よ
っ
て
︑
運
送
事
業
者
と
荷
主
と

の
関
係
が
対
等
に
近
づ
く
の
で
は
な

い
か
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
ま
た
︑
岡
野

審
議
官
は
﹁
坂
本
会
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
事

業
法
改
正
が
実
現
で
き
た
﹂と
述
べ
︑

感
謝
の
意
を
表
し
た
︒

　

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き（
詳

細
２
面
）︑
こ
の
７
月
の
国
土
交
通
省

の
人
事
異
動
に
よ
り
着
任
し
た
︑
鶴

田
浩
久
自
動
車
局
長
と
小
林
賢
太
郎

道
路
局
高
速
道
路
課
長
が
来
賓
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た（
関
連
２
面
）︒
ま
た
︑

長
井
総
和
大
臣
官
房
審
議
官
︑
舟
本

浩
大
臣
官
房
審
議
官
︑
小
熊
弘
明
自

動
車
局
貨
物
課
長
も
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
︒

　

議
事
と
し
て
は
︑
①
副
会
長
候
補

者
の
選
定
（
案
）︑
②
四
国
ト
ラ
ッ
ク

協
会
連
合
会
に
係
る
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
副
会
長
候
補
者
の
選
定
（
案
）︑

③
会
員
の
入
退
会
（
案
）︑
④
委
員

会
規
程
の
一
部
改
定
（
案
）︑
⑤
新

井
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
売
却

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

副
会
長
候
補
者
の
選
定
で
は
︑
同

日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会

に
お
い
て
決
定
し
た
推
薦
案
を
︑
小

丸
成
洋
役
員
選
考
委
員
長
に
代
わ

り
︑
工
藤
修
二
役
員
選
考
委
員
長
代

理
が
説
明
︒
会
長
指
名
に
よ
る
副
会

長
と
し
て
︑
吉
田
修
一
氏
（
神
奈
川

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
㈱
相
模
運

輸
代
表
取
締
役
社
長
）
と
山
口
嘉
彦

氏
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・

㈱
エ
ス
ラ
イ
ン
ギ
フ
代
表
取
締
役
会

長
）
を
再
任
す
る
と
と
も
に
︑
赤
上

信
弥
氏
（
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
・
㈱
秋
田
市
場
運
送
代
表
取
締
役

社
長
）︑
二
又
茂
明
氏
（
福
岡
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
久
留
米
運
送
㈱

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）︑御
手
洗
安
氏

（
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
㈱

大
西
運
送
代
表
取
締
役
社
長
）
を
新

任
副
会
長
と
し
て
選
任
し
た
（
執
行

部
一
覧
と
副
会
長
担
務
表
を
２
面
に

掲
載
）︒

　

な
お
︑
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
副

会
長
は
︑
今
後
︑
四
国
ト
ラ
ッ
ク
協

会
連
合
会
に
お
い
て
︑
新
た
な
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
︑

全
ト
協
の
副
会
長
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
と
な
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
13
日
、
第
２
２
４
回
常

任
理
事
会
・
第
２
０
２
回
理
事
会
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

　

坂
本
会
長
は
、﹁
改
正
事
業
法
の
成
立
や
﹃
物
流
革
新

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹄
に
基
づ
く
荷
主
へ
の
規
制
的

措
置
の
枠
組
み
づ
く
り
、さ
ら
に
10
月
か
ら
の
国
土
交
通
省

﹃
物
流
・
自
動
車
局
﹄
発
足
な
ど
、
今
が
ま
さ
に
﹃
潮

目
の
変
わ
り
目
﹄
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
ト
協
と
し

て
は
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
業
界
の
健
全
な
発
展
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と
力
強
く
述
べ
た
（
関
連
２
面
）。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
は

７
月
５
日
︑
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ

め
と
し
て
︑
新
し
い
国
土
交
通
省
幹
部
へ
の
表

敬
訪
問
を
行
っ
た
︒
当
日
は
︑
斉
藤
大
臣
︑
吉

岡
幹
夫
技
監
︑
上
原
淳
国
土
交
通
審
議
官
（
７

月
11
日
付
）︑
寺
田
吉
道
大
臣
官
房
長
︑
鶴
田

浩
久
自
動
車
局
長
︑
石
原
大
公
共
交
通
・
物
流

政
策
審
議
官
︑
舟
本
浩
大
臣
官
房
審
議
官
（
自

動
車
・
公
共
交
通
政
策
）
を
表
敬
し
た
︒

　

な
お
︑
同
表
敬
訪
問
は
︑
坂
本
会
長
の
主
導

に
よ
り
実
現
し
︑
金
井
応
季
日
本
バ
ス
協
会
理

事
︑
川
鍋
一
朗
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
会
長
も
同
行
し
た
︒

坂本　克己
全日本トラック協会会長

鶴田　浩久
国土交通省自動車局長

吉岡幹夫技監（右から2人目）

鶴田浩久自動車局長（右から2人目）

斉藤鉄夫国土交通大臣（中央）

寺田吉道大臣官房長（左から2人目）

上原淳国土交通審議官（左から2人目、7月11日付）

石原大公共交通・物流政策審議官（左から2人目）、舟本浩大臣官房審議官（自動
車・公共交通政策）（右から2人目）
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鶴
田　

浩
久

国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

　

先
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基
づ
き
︑

次
期
通
常
国
会
で
の
法
制
化

も
含
め
︑
規
制
的
措
置
に
つ

い
て
枠
組
み
を
確
実
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

常
任
委
員
会
の
名
称
を　

　
　
　
　
　
　
一
部
変
更

時
流
に
沿
っ
た
事
業
活
動

を
目
指
し
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
13
日
に
開
催
し
た
第
２

２
４
回
常
任
理
事
会
・
第
２

０
２
回
理
事
会
合
同
会
議
に

お
い
て
︑
委
員
会
規
程
の
一

部
改
定
を
承
認
︒
常
任
委
員

会
の
名
称
を
一
部
変
更
す
る
︒

　

変
更
後
の
常
任
委
員
会
名

称
は
︑
図
の
通
り
︒
名
称
変

更
に
よ
り
︑
一
層
時
流
に
沿

っ
た
形
で
各
事
業
を
展
開
し

て
い
く
︒

　

加
え
て
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
と
︑
荷
主
へ
の
﹁
働
き

か
け
﹂
や
﹁
要
請
﹂
な
ど
の

制
度
に
つ
い
て
︑
貴
協
会
坂

本
会
長
を
先
頭
に
皆
様
方
の

多
大
な
る
尽
力
に
よ
り
︑
議

員
立
法
に
よ
っ
て
期
限
が﹁
当

分
の
間
﹂
延
長
さ
れ
た
と
こ

ろ
︑
年
内
を
目
途
に
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
︑

コ
ス
ト
上
昇
分
も
含
め
て
適

正
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ

う
︑
運
賃
水
準
を
見
直
す
と

と
も
に
︑
荷
待
ち
・
荷
役
や

附
帯
業
務
な
ど
の
輸
送
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
に
つ
い
て

も
標
準
的
な
水
準
を
お
示
し

い
た
し
ま
す
︒

　

本
年
10
月
に
は
︑
国
土
交

小
林
賢
太
郎

国
土
交
通
省
道
路
局

高
速
道
路
課
長

　

ま
ず
︑
日
々
の
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
を
通
じ
て
わ
が
国
の
経

済
や
国
民
生
活
を
お
支
え
頂

い
て
い
る
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
︑
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

通
省
の
組
織
が
再
編
さ
れ
︑

物
流
の
大
宗
を
占
め
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
を
所
管
す
る
自

動
車
局
と
︑
倉
庫
業
や
利
用

運
送
業
を
所
管
す
る
物
流
部

門
を
統
合
し
︑﹁
物
流
・
自

動
車
局
﹂
が
発
足
し
ま
す
︒

こ
の
７
月
か
ら
は
私
（
自
動

車
局
長
）
を
ト
ッ
プ
と
す
る

﹁
物
流
・
自
動
車
局
設
立
準

備
室
﹂
を
設
置
し
︑
新
体
制

へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
︒

引
き
続
き
︑
新
体
制
の
下
で

関
係
省
庁
と
も
緊
密
に
連
携

し
︑
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
︒

ま
す
︒

　

通
常
国
会
で
は
５
月
31
日

に
︑
更
新
事
業
や
４
車
線
化

の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
料

金
徴
収
期
間
を
延
長
す
る
法

律
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
︒

こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
財
源
を
し
っ
か
り
と
道

路
の
更
新
に
充
て
て
い
く
と

と
も
に
︑
道
路
を
利
用
す
る

皆
様
が
使
い
や
す
い
高
速
道

路
と
な
る
よ
う
︑
４
車
線
化

の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
で
は
︑﹁
高

規
格
道
路
整
備
に
よ
る
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
﹂や
︑

﹁
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
や
道
の
駅
に

お
け
る
大
型
車
駐
車
マ
ス
の

拡
充
﹂︑﹁
大
口
・
多
頻
度
割

引
の
拡
充
を
継
続
し
︑
利
用

し
や
す
い
高
速
道
路
料
金
の

実
現
﹂
︱
︱
な
ど
の
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
︒
国

土
交
通
省
と
し
ま
し
て
は
︑

道
路
利
用
者
で
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
皆
様
の
意

見
を
頂
戴
し
な
が
ら
︑
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
全
国
の
皆
様
方
に

は
︑
全
国
道
路
利
用
者
会
議

の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
︒
道
路
整
備
へ

の
お
声
を
全
国
各
地
か
ら
上

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑
道

路
整
備
の
実
現
に
繋
が
っ
て

ま
い
り
ま
す
︒

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

関
運
局
と
「
２
０
２
４
年
問

題
」
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
会

長
=
浅
井
隆
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）は
６
月
30
日
︑

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会

館
で
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
２

０
２
４
年
問
題
対
策
セ
ミ
ナ

ー
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
国
土
交

閉
鎖
Ｔ
Ｓ
の
売
却
に
つ
い
て

旧
新
井
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

旧
新
井
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
新
潟
県
妙
高
市
）に
関
し
て
︑

入
札
に
よ
る
売
却
を
行
う
た
め
︑

７
月
20
日
か
ら
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
入
札
要
綱

書
を
公
開
し
て
い
る
︒
詳
細
に
つ

い
て
は
同
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

寄
贈
さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
充
電
式
街
路

灯
（
中
央
）

特
車
通
行
に
関
す
る
諸
課

題
改
善
を
推
進

第
78
回
鉄
鋼
部
会

　

第
78
回
﹁
鉄
鋼
部
会
﹂
が

７
月
４
日
に
神
奈
川
県
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
︑
令
和
４
年

度
事
業
報
告
・
５
年
度
事
業

計
画
の
両
案
等
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
し
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
︑
淀
川
海
運
㈱
（
東

京
）
の
松
田
俊
彦
代
表
取
締

役
︑
服
部
鋼
運
㈱
（
愛
知
）

の
服
部
真
士
代
表
取
締
役
が

新
副
部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒

　

５
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
の
推
進
（
関

係
行
政
と
の
連
携
強
化
）︑

②
荷
主
団
体
と
連
携
し
た
関

係
法
令
に
関
す
る
諸
課
題
改

善
の
推
進
︑
③
鋼
材
輸
送
に

関
す
る
安
全
対
策
の
推
進
︱

︱
な
ど
５
項
目
を
掲
げ
︑
部

会
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
た
︒
②
に
つ
い
て
は
︑
６

年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
時

間
外
労
働
上
限
規
制
や
改
正

改
善
基
準
告
示
等
に
よ
る
諸

課
題
改
善
に
向
け
た
検
討
も

行
う
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
自
動
車
局
の
小
熊
弘

明
貨
物
課
長
が
﹁
物
流
の
革

新
に
向
け
た
取
組
み
の
最
新

動
向
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
︒

横
転
事
故
等
の
防
止
に
向

け
安
全
対
策
を
推
進

第
65
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

７
月
６
日
︑
第
65
回
﹁
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
﹂（
藤
木

幸
二
部
会
長
）
が
北
海
道
苫

小
牧
市
で
開
催
さ
れ
た
︒
議

事
で
は
︑
令
和
４
年
度
事
業

報
告
（
案
）︑
５
年
度
事
業

計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
審

議
し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
し
た
︒ 

　

ま
た
︑
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
と
し
て
︑
日
本

通
運
㈱
か
ら
︑
前
田
義
徳
門

司
海
運
支
店
長
（
福
岡
）︑

藤
代
泰
輔
関
東
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
国
際
海
運
統

括
部
長
（
全
国
）
が
新
副
部

会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒ 

　

５
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

安
全
対
策
の
推
進
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
５
施
策
を
掲
げ

た
︒
特
に
﹁
安
全
対
策
の
推

進
﹂
で
は
︑
国
際
海
上
コ
ン

テ
ナ
の
横
転
事
故
の
約
７
割

が
︑
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
員

以
外
の
事
業
者
に
よ
る
事
故

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
部
会
員

の
協
力
会
社
も
安
全
輸
送
講

習
会
を
受
講
す
る
よ
う
積
極

的
に
働
き
か
け
︑
横
転
事
故

根
絶
を
図
る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
永
井
啓
文
安
全

政
策
課
長
が
﹁
国
際
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
陸
上
輸
送
に
係
る

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

夏
季
に
お
け
る
運
転
者
の
体

調
管
理
の
徹
底
を
呼
び
か
け

暑
さ
対
策
を
進
め

熱
中
症
を
防
ぐ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
関
係
省
庁
や
国
土
交
通

省
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長

か
ら
の
要
請
を
受
け
︑
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
熱
中
症

対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

既
に
気
温
の
高
い
時
期
を

迎
え
て
い
る
中
で
︑
熱
中
症

を
予
防
す
る
な
ど
運
転
者
の

体
調
管
理
に
万
全
を
期
す
こ

と
に
よ
り
︑
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
て
︑
特
に
図
に
記
載

の
点
に
留
意
し
︑
運
転
者
の

体
調
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け

国
交
省
所
轄
事
業
者
団
体

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
停
止

事
案
の
発
生
を
受
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
所
管
の
事
業

者
団
体
が
管
理
す
る
情
報
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
︑
サ
イ
バ

ー
攻
撃
が
疑
わ
れ
る
事
案
が

発
生
し
︑
国
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
サ
ー
ビ
ス

停
止
事
案
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
︑
全
ト
協
で
は
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
観

点
か
ら
講
じ
ら
れ
て
い
る
様

々
な
対
策
に
つ
い
て
︑
改
め

て
十
分
点
検
を
行
う
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
で

は
︑
事
業
者

向
け
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
紹

介
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
集
を

掲
載
し
て
い
る
︒

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担務を次の通り
決定した。

（１面に関連、敬称略）

常任委員会等
委員会名 氏　名 担当役員等

総務委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

「転換期」対応特別協議会 小丸　成洋 若林（理事長）

物流政策委員会 馬渡　雅敏 松崎（専務理事）

税制委員会 浅井　　隆 松崎（専務理事）

交通対策委員会 工藤　修二 佐竹（役員待遇審議役）

道路委員会 寺岡　洋一 松崎（専務理事）

経営改善・DX 推進委員会 庄子　清一 山㟢（常務理事）

広報委員会 中川　才助 山崎（専務理事）

ドライバー施設推進委員会 吉田　修一 山崎（専務理事）

次世代新技術対応小委員会 山口　嘉彦 佐竹（役員待遇審議役）

物流ネットワーク委員会 近藤　　晃 土屋（輸送事業部長）

環境対策・GX 推進委員会 二又　茂明 佐竹（役員待遇審議役）

労働安全・災害防止委員会 赤上　信弥 大西（交通・環境部長）

適正化事業委員会 御手洗　安 山㟢（常務理事）

青年部会・女性部会担当 小林　和男
（代理）

山㟢（常務理事）

役員選考委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

＜政治連盟＞

全日本トラック事業政治連盟 桝野　龍二
（会長代行）

板倉（事務局長）

全ト協副会長の担務一覧

図　委員会規程の一部改定に伴う常任委員会名称の変更
改正後 改正前

総務委員会 総務委員会

物流政策委員会 物流政策委員会

適正化事業委員会 適正化事業委員会

税制委員会 税制委員会

広報委員会 広報委員会

交通対策委員会 交通対策委員会

環境対策・GX 推進委員会 環境対策委員会

労働安全・災害防止委員会 労働安全・衛生委員会

経営改善・DX 推進委員会 経営改善・情報化委員会

物流ネットワーク委員会 物流ネットワーク委員会

ドライバー施設推進委員会 施設事業委員会

道路委員会 道路委員会

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

法
令
か
ら
価
格
交
渉
の
ノ
ウ

ハ
ウ
ま
で
幅
広
く
学
ん
だ
︒

ソ
ー
ラ
ー
充
電
式
街
路
灯

な
ど
寄
付

宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
牧
田
信
良
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
︑
今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅

﹁
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
﹂
へ
︑

災
害
時
の
非
常
用
電
源
と
し

通
省
関
東
運
輸
局
と
の
共
催

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
荷
主
企
業
を
対
象
に
開
催

さ
れ
た
も
の
︒
会
場
以
外
で

も
︑
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
や
各
都
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
利

用
し
︑
多
数
の
会
員
事
業
者

が
受
講
し
た
︒

　

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総

局
経
済
取
引
局
取
引
部
企
業

取
引
課
の
山
本
慎
優
越
的
地

位
濫
用
未
然
防
止
対
策
調
査

室
長
に
よ
る
講
演
﹁
公
正
取

引
委
員
会
に
お
け
る
物
流
取

引
適
正
化
の
取
組
に
つ
い

て
﹂︑
菱
木
運
送
㈱
（
千
葉

県
八
街
市
）
の
菱
木
博
一
代

表
取
締
役
に
よ
る
事
例
発
表

﹁
２
０
２
４
年
問
題
に
向
け

て
の
取
組
に
つ
い
て
﹂︑
㈱
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｊ
の
観
音
寺
一
嵩
代
表

取
締
役
社
長
に
よ
る
講
演

﹁
価
格
転
嫁
に
向
け
た
交
渉

ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
つ
い
て
﹂

を
通
じ
︑
参
加
事
業
者
た
ち

は
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

て
も
活
用
で
き
る
︑
非
常
用

コ
ン
セ
ン
ト
付
き
の
街
路
灯

と
︑
街
路
灯
に
掲
揚
で
き
る

﹁
交
通
安
全
運
動
﹂︑﹁
シ
ト

ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
﹂
等
の
県

民
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
な
ど
を

寄
贈
し
た
︒

　

７
月
５
日
に
は
︑
都
城
市

役
所
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
︑

牧
田
会
長
か
ら
都
城
市
の
池

田
宜
永
市
長
へ
︑
ソ
ー
ラ
ー

充
電
式
街
路
灯
１
基
と
交
通

安
全
な
ど
を
啓
発
す
る
の
ぼ

り
旗
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
︒

　

都
城
市
の
道
の
駅
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
専
用
駐
車
場
が
整

備
（
18
台
分
）
さ
れ
た
こ
と

か
ら
︑
宮
崎
県
ト
協
で
は
︑

道
の
駅
な
ど
の
整
備
等
で
貨

物
ト
ラ
ッ
ク
専
用
駐
車
場
が

確
保
さ
れ
る
場
合
︑
５
年
度

か
ら
毎
年
１
基
ず
つ
整
備
・

寄
贈
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

今
後
は
︑
日
南
市
北
郷
町
の

道
の
駅
に
寄
贈
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
宮
崎
県
ト
協
研
修

会
館
は
︑
宮
崎
市
か
ら
津
波

発
生
時
の
避
難
施
設
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑

夜
間
の
照
明
確
保
の
た
め
駐

車
場
周
辺
へ
ソ
ー
ラ
ー
充
電

式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の
設
置
を

推
進
し
て
い
る
︒
県
ト
協
会

館
駐
車
場
周
辺
で
も
︑
５
年

度
か
ら
毎
年
１
基
ず
つ
増
設

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒
日

常
時
の
歩
行
者
は
も
と
よ

り
︑
災
害
時
の
避
難
者
等
の

明
か
り
確
保
や
携
帯
電
話
の

充
電
等
へ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
︒

　

６
月
29
日
以
降
︑
西
日
本

の
各
地
で
は
災
害
級
の
大
雨

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
︒
被
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
対
し

て
︑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た

い
︒

　

皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ

で
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
が
成
立
し
︑
時
限
措

置
の
﹁
当
分
の
間
﹂
延
長
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

改
め
て
︑
皆
様
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い

て
は
︑
年
内
を
目
途
に
︑
コ

ス
ト
上
昇
分
も
含
め
て
確
実

に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
︑

運
賃
水
準
を
見
直
す
方
向
と

な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
荷
待

ち
・
荷
役
や
附
帯
作
業
等
の

料
金
に
つ
い
て
︑
荷
主
負
担

を
求
め
て
い
く
た
め
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂に
基
づ
き
︑

荷
主
に
対
す
る
規
制
的
措
置

の
枠
組
み
に
つ
い
て
︑
次
期

通
常
国
会
で
の
法
制
化
も
含

め
︑
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
︒ま
た
︑今
月
中
に
は
︑

業
界
の
健
全
化
を
図
る
と
と

も
に
︑
適
正
な
取
引
を
阻
害

す
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
へ
の

監
視
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂（
詳

細
３
面
）
が
組
織
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
︒
会
員
事

業
者
の
皆
様
方
に
は
︑
国
土

交
通
省
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
省
庁
に
対
し
︑
荷
主
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
︒

　

今
年
10
月
に
は
国
交
省
の

組
織
再
編
に
伴
い
︑
新
た
に

﹁
物
流
・
自
動
車
局
﹂
が
発

足
す
る
︒
こ
れ
を
機
に
︑
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
多

重
下
請
け
構
造
を
適
正
構
造

に
変
え
て
い
く
な
ど
︑
業
界

の
さ
ら
な
る
健
全
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
を
は
じ
め
︑
業
界
に
は

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
︒
し
か
し
︑
今
こ
そ
が
ま

さ
に
﹁
潮
目
の
変
わ
り
目
﹂

と
考
え
︑
こ
れ
を
業
界
の
健

全
的
な
発
展
に
向
け
て
の
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
︑

様
々
な
課
題
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
︒
引
き
続
き
︑

皆
様
方
の
ご
理
解
︑
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
︒

（
７
月
20
日
〜
31
日
）

▽
７
月
21
日

・
第
41
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
25
日

・
第
18
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高

圧
ガ
ス
部
会

▽
７
月
26
日

・
第
19
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

▽
７
月
28
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

7月5日に行われた寄贈式。写真左から池田市長、牧
田会長、大久津浩宮崎県ト協専務理事

図　夏季における運転者の体調管理の徹底について
①始業点呼時に運転者の健康状態を確実に把握するとともに、運転者
に対して、運行中に体調の異変を感じた時に、無理に運行を続けると
非常に危険であることを理解させ、運行中に体調の異常を少しでも感じ
た場合、速やかに営業所に連絡する等の指導を徹底すること。
②脱帽をはじめとする一層のクールビズの取り組みを進めるとともに、こ
まめな水分・塩分補給を指導するなど、運転者が乗務しやすい環境を
確保すること。

第65回海上コンテナ部会（7月6日、グランドホテ
ルニュー王子）

「トラック事業の2024年問題対策セミナー」（6月
30日、神奈川県横浜市）

常
任
理
事
会
・
理
事
会
合
同
会
議�

（
１
面
に
関
連
）

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

今
こ
そ
が
ま
さ
に「
潮
目
の
変
わ
り
目
」

業
界
の
健
全
発
展
に
向
け
今
こ
そ
結
束
を

鶴田　浩久
国土交通省自動車局長

小林　賢太郎
国土交通省道路局高速道路課長

第78回鉄鋼部会（7月4日、新横浜プリンスホテル）

 副 会 長 

若
わかばやし

林　陽
ようすけ

介
理 事 長

山
やまざき

崎　 薫
かおる

専務理事

松
まつざき

崎　宏
ひろのり

則
専務理事

執 行 部 一 覧

庄
しょうじ

子　清
せいいち

一
㈱庄子運送会長

中
なかかわ

川　才
さいすけ

助
中川運送㈱会長

吉
よ し だ

田　修
しゅういち

一
㈱相模運輸社長

工
く ど う

藤　修
しゅうじ

二
㈱トッキュウ会長

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一
由良陸運㈱社長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

浅
あ さ い

井　隆
たかし

㈱浅井社長

山
やまぐち

口　嘉
よしひこ

彦
㈱エスラインギフ会長

赤
あかがみ

上　信
し ん や

弥
㈱秋田市場運送社長

御
み た ら い

手洗　安
やすし

㈱大西運送社長

近
こんどう

藤　晃
あきら

日本通運㈱副社長
二
ふたまた

又　茂
しげはる

明
久留米運送㈱ＣＥＯ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（7月5日号）

A B C D
ウ ン テ ン

答え合わせ

～一時停止編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		道路標識等により一時停止が指定されている信号機のない交差点の
通過時、停止線が設けられていない場合は、交差点の直前で一時停
止しなければならない。（	○・×	）

❷		道路外施設に出入りするために歩道を横切るときは、歩行者がいな
い場合でも歩道の手前で一時停止しなければならない。（	○・×	）

❸		赤色の点滅信号では、歩行者も車両も停止位置で一時停止しなけれ
ばならない。（	○・×	）

❹		交差点やその付近で、緊急自動車が近づいてきたときは、交差点を
避けて道路の左側に寄って一時停止し、緊急自動車に道を譲らなけ
ればならない。（	○・×	）

❺		児童、幼児等の乗降のため停車している通学通園バスの側方を通
過しようとするときは、一時停止して安全を確認しなければならな
い。（	○・×	）

（解答は7面）

夏場の健康管理をしっかり行おう
〔第125回〕

　6月18日、北海道の国道で高速バスとトラック（白ナンバー）
が正面衝突する事故が発生しました。この事故で高速バスとト
ラックのドライバーをはじめ５人が死亡したほか、12人が重軽
傷を負うという大惨事となりました。また、トラックを運転して
いたドライバーは、体調不良を訴えていたという報道もありま
す。暑さが厳しくなるこの時期、体調不良は重大事故に繋がる
おそれがあります。体調管理をしっかり行うことが大切です。

●体調不良での事故は重大事故の危険大

Ａさん「白ナンバーのトラックの事故だけど、先日、北海道で起
こった事故はびっくりしたよ。報道ではバスの後続車
のドライブレコーダーの映像が流れていたけれど、思
わず目をそむけたくなるものだったよ」

Ｂさん「その動画なら僕も見たよ。トラックがセンターライン
を越えてバスに衝突。思わず『うわっ』と声が出たよ。
ところで、このドライバーは体調不良を訴えていたん
だって？」

Ａさん「そうみたいなんだ。体調不良が事故の直接の原因かど
うかは、まだ分からないけど、もし体調不良の申し出が
あった際に運転させなければ、この事故は起こらな
かったかもしれない。そう思うといたたまれないよ」

Ｂさん「そうだね。体調不良でハンドルを握ると事故の危険だ
けじゃなく、事故の被害も大きくなる。もし、運転中に
意識がなくなったりでもしたら、もうどうすることもで
きない。こうした事故を防ぐには、体調不良を申し出
れば、すぐに運転業務から外すのが理想だけど、慢性
的な人手不足でそうも言ってられないところがあるの
が難しいところだよ。だから、僕は『体調管理をしっか
り行って、万全な状態でハンドルを握ることは、ドライ
バーの業務のひとつ』だと思うようにしているよ。Ａさ
んはどうだい？」

●質の良い睡眠をとる

Ａさん「僕も同じだよ。これから夏を迎えるけど、冬とは違った
体調管理が必要だからね。特に暑くなって寝苦しい夜
が続くので、睡眠不足に気をつけなきゃならない。夜
間の睡眠時間が６時間未満の場合、追突事故や自損事
故の頻度も高いというから、ぐっすり眠れるよう、寝る
前にスマホを使わない、コーヒーなどのカフェインが
入ったものは避ける、エアコンの温度は下げすぎず、
快適な温度に調整する――といった睡眠環境を整える
ことに気をつけているよ」

Ｂさん「寝る前のスマホはよくないんだね。僕も気をつけよう」
Ａさん「寝る前に強い光を目に入れたり、脳が興奮する情報に

接したりすることが、睡眠の質を下げることに繋がる
ようなんだ。ただ、寝る前に動画を見たり、友達と連絡
を取り合ったりすることがストレス解消になっている
場合もあるから、ほどほどにということだね。Ｂさんは
健康管理でどんなことに気をつけているの？」

●体調に異変を感じたらすぐ受診

Ｂさん「僕も規則正しい生活やバランスのよい食事、適度な運
動など、健康管理はしっかりしているつもりだよ。それ
でも、いつもと体調が違うと感じた時は、早めにクリ
ニックなどを受診するようにしているよ。運転と同じで
『大丈夫だろう』が一番危険かもしれないからね」

Ａさん「そうだね。僕たちはドライバーであって医者じゃない。
体調の異変が大したことじゃないのか、大したことな
のかを判断できないからね。『何か変だな』、『いつも
と違うな』と感じた時は、早めに医療機関を受診す
る。そして、必ずそのことを会社に申告する。これは徹
底してほしいよ」

Ｂさん「早めに受診することで、病気が初期の段階で見つかれ
ば、仕事を続けながらでも治療が可能だったりする
し、会社もその人の治療に合わせたシフトが組みやす
くなる。事故が起こってからでは遅すぎる」

Ａさん「僕たちドライバーにとって、健康管理は安全運転と同じ
くらい重要かつ身近な問題で、常に考えなきゃいけな
いことだと改めて思うよ」

物
流
倉
庫
に
お
け
る
省

人
化
・
省
エ
ネ
型
機
器

等
の
導
入
に
か
か
る
経
費

を
補
助

８
月
10
日
ま
で

　

環
境
省
で
は
７
月
10
日
よ

り
︑
令
和
４
年
度
﹁
社
会
変

革
と
物
流
脱
炭
素
化
を
同
時

実
現
す
る
先
進
技
術
導
入
促

進
事
業
﹂
の
４
次
公
募
を
行

っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
物
流
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
と
と
も
に
︑
人

口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
う
労

働
力
不
足
︑
地
域
の
物
流
網

維
持
︑
防
災
・
減
災
等
の
課

題
解
決
を
図
り
︑
社
会
変
革

を
同
時
実
現
す
る
た
め
︑
物

流
の
脱
炭
素
化
・
低
炭
素
化

に
資
す
る
先
進
的
な
設
備
を

導
入
す
る
事
業
（
自
立
型
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
倉
庫
モ
デ
ル

促
進
事
業
︑
過
疎
地
域
等
に

お
け
る
無
人
航
空
機
を
活
用

し
た
物
流
実
用
化
事
業
）
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
︒
公
募
実
施
期
間

は
︑
８
月
10
日
㈭
ま
で
（
17

時
必
着
）︒

　

詳
細
は
︑
執
行
団
体
で
あ

る
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照
の
こ
と
︒

﹁
安
全
管
理
の
進
め
方

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
全
面
改
訂

新
た
な
リ
ス
ク
等
へ
の

対
応
を
求
め
る

　

国
土
交
通
省
で
は
今
年
６

月
に
︑﹁
運
輸
事
業
者
に
お

け
る
安
全
管
理
の
進
め
方
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を

全
面
改
訂
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
今
年

３
月
に
改
訂
版
を
公
表
し
て

い
た
が
︑
そ
の
後
︑
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
訂
事
項
の
一
部

に
そ
の
趣
旨
等
が
十
分
に
理

解
さ
れ
づ
ら
い
と
思
慮
さ
れ

る
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

今
回
全
面
改
訂
を
実
施
し
た
︒

　

改
訂
の
考
え
方
は
︑
以
下

の
通
り
︒

①
社
会
環
境
の
変
化
等
に
伴

う
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
も
︑

内
部
監
査
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ビ
ュ
ー
を
活
用
し
︑
こ
れ

を
的
確
に
把
握
し
︑
安
全
重

点
施
策
に
反
映
さ
せ
る
な
ど

の
対
応
が
重
要
︒

②
近
年
に
お
い
て
頻
発
化
︑

激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害

も
輸
送
の
安
全
を
脅
か
す
要

因
と
し
て
捉
え
︑
防
災
・
減

災
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

全
国
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よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に
﹁
価
格
転
嫁
サ
ポ

ー
ト
窓
口
﹂
を
新
た
に

設
置

下
請
中
小
企
業
の
価
格
交
渉

・
価
格
転
嫁
を
後
押
し

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
10

日
︑
全
国
47
都
道
府
県
に
設

置
し
て
い
る
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に
﹁
価
格
転
嫁
サ
ポ
ー
ト

窓
口
﹂
を
新
設
す
る
と
発
表

し
た
︒

い
て
も
︑
継
続
的
改
善
（
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
に
繋
げ

る
こ
と
が
重
要
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

 

道
路
利
用
者
団
体
等
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
高
速
道
路
料

金
に
つい
て
の
方
針
を
確
認
へ

第
56
回
国
土
幹
線
道
路
部
会

　

国
土
交
通
省
は
７
月
４

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
第
56
回
国
土
幹

線
道
路
部
会
（
部
会
長
:

朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
名

誉
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
部
会
で
は
︑
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
高
速
道
路

料
金
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
広
域
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
お
よ
び

高
規
格
道
路
の
手
続
き
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
報
告
を
行

っ
た
後
︑
委
員
に
よ
る
意
見

交
換
を
実
施
︒
ま
た
︑
高
速

道
路
料
金
に
関
す
る
事
務
局

　

原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
費
︑
労
務
費
な
ど
の
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
中
︑
コ
ス
ト

増
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下
請
中
小
企
業
だ
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で

な
く
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
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全

体
で
負
担
し
︑
雇
用
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割
を
支
え
る
中
小
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業
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も

賃
上
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で
き
る
環
境
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整

備
す
る
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と
が
必
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と
な
っ

て
い
る
︒
そ
の
た
め
に
は
︑

コ
ス
ト
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格
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を
は
じ

め
と
し
た
下
請
取
引
の
適
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化
を
進
め
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こ
と
が
欠
か
せ

か
ら
の
報
告
で
は
︑
こ
れ
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で
の
料
金
水
準
の
見
直
し
状

況
や
︑
令
和
４
年
４
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に
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し
た
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都
高
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の
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改
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後
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︑
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６
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畿
圏
料
金
改
定
後
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︒
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︑
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課
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し
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︑
①
阪
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高
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道
路
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︑
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Ｃ
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︑
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︑
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︑
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︑
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行
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た
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同
部
会
で
は
︑
議
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踏

ま
え
た
上
で
︑
夏
頃
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目
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﹁
高
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格
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す
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道
路
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ト
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ー
ク
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あ
り
方
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仮
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取
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と
め
る
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か
︑
高

な
い
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
毎
年
３
月

と
９
月
に
実
施
し
て
い
る﹁
価

格
交
渉
促
進
月
間
﹂
な
ど
の

調
査
結
果
（
本
紙
７
月
５
日

号
に
て
既
報
）
を
踏
ま
え
︑

原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
︑
労
務
費
な
ど
の
上
昇
分

を
︑
発
注
側
企
業
に
適
切
に

価
格
転
嫁
す
る
た
め
の
支
援
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制
を
強
化
す
べ
く
︑
全
国

47
都
道
府
県
に
設
置
し
て
い

る
同
支
援
拠
点
に
同
窓
口
を

設
置
︒
価
格
交
渉
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
や
原
価
計
算

の
手
法
の
習
得
支
援
を
通
じ

て
︑
下
請
中
小
企
業
の
価
格

速
道
路
料
金
に
つ
い
て
は
経

済
団
体
や
道
路
利
用
者
団

体
︑
地
方
公
共
団
体
︑
高
速

道
路
会
社
な
ど
の
関
係
団
体

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
︑

年
内
を
目
途
に
料
金
に
つ
い

て
の
方
針
を
確
認
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
︒

 

流
動
量
分
担
率
で
は
営
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
比
重
が
高
ま
る

第
11
回
「
物
流
セ
ン
サ
ス
」

調
査
結
果

　

国
土
交
通
省
は
７
月
７

日
︑
令
和
３
年
10
月
に
実
施

し
た
第
11
回
﹁
全
国
貨
物
純

流
動
調
査
（
物
流
セ
ン
サ

ス
）﹂
の
最
終
的
な
調
査
結

果
を
発
表
し
た
︒

　

同
調
査
は
︑
貨
物
の
出
発

点
か
ら
積
み
替
え
を
経
て
到

着
地
点
ま
で
の
流
動
（
純
流

動
）
を
把
握
す
る
た
め
︑
荷

主
側
（
鉱
業
︑
製
造
業
︑
卸

売
業
お
よ
び
倉
庫
業
の
４
産

業
）
か
ら
︑
貨
物
の
動
き
を

捉
え
た
統
計
調
査
と
し
て
︑

昭
和
45
年
以
来
５
年
毎
に
実

施
し
て
い
る
も
の
︒

　

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は

以
下
の
通
り
︒

①
産
業
別
年
間
出
荷
量

　

平
成
27
年
調
査
か
ら
令
和

３
年
調
査
の
年
間
出
荷
量
は

８
・
２
％
減
少
し
て
お
り
︑

平
成
22
年
調
査
か
ら
27
年
調

査
の
減
少
率（
２
・
４
％
減
）

と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
は

拡
大
し
た
︒

②
代
表
輸
送
機
関
別
に
み
た

流
動
量
の
分
担
率

　

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
︑

代
表
輸
送
機
関
に
お
け
る

﹁
自
家
用
・
営
業
用
ト
ラ
ッ

ク
﹂
の
分
担
率
が
高
い
（
約

85
・
５
％
）︒
ま
た
︑
自
家

用
ト
ラ
ッ
ク
の
分
担
率
は
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
︑
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
比
重
が
高

ま
っ
て
い
る
（
図
）︒

③
出
荷
１
件
当
た
り
の
貨
物

量
（
流
動
ロ
ッ
ト
）

　

平
成
27
年
調
査
で
わ
ず
か

に
増
加
し
た
平
均
流
動
ロ
ッ
ト

（
０
・
98
㌧
／
件
）
は
︑
令

交
渉
・
価
格

転
嫁
を
後
押

し
す
る
︒
ま

た
︑
商
工
会

・
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
︑

﹁
価
格
交
渉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
の
活

用
等
に
よ
り
︑
中
小
企
業
の

価
格
転
嫁
を
支
援
す
る
全
国

的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備

す
る
︒

　

同
支
援
拠
点
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
︑
同
支
援
拠
点

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）

を
参
照
︒

和
３
年
調
査
で
は
０
・
83
㌧

と
減
少
︒
一
方
で
︑
件
数
ベ

ー
ス
か
ら
︑
流
動
ロ
ッ
ト
の

構
成
を
み
た
場
合
︑
０
・
１

㌧
未
満
の
貨
物
の
占
め
る
割

合
が
︑
平
成
27
年
調
査
の
79

・
２
％
か
ら
︑
令
和
３
年
調

査
で
は
82
・
２
％
に
拡
大
し

て
い
る
︒

　

同
調
査
結
果
の
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
商
用
運
行
を

開
始
、
福
岡
県
庁
で
出
発
式

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
二
又
茂
明
会
長
）
は
７
月

３
日
︑
福
岡
県
庁
で
開
催
さ

れ
た
﹁
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
出
発

式
﹂
に
出
席
し
︑
西
日
本
初

の
出
発
を
祝
し
て
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
な
ど
に
参
加
し
た
︒
同

県
で
は
︑
令
和
４
年
３
月
に

﹁
福
岡
県
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
第
２
次
）﹂
を

策
定
し
︑
12
（
２
０
３
０
）

年
度
の
運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
目
標
を
﹁
自
動

車
１
台
当
た
り
平
成
25
（
２

０
１
３
）
年
度
に
比
べ
37
％

削
減
﹂
と
設
定
し
︑
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
走
行
時
に

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
せ
ず
︑
航
続

距
離
︑
燃
料
供
給
時
間
に
優

れ
た
Ｆ
Ｃ
（
水
素
）
ト
ラ
ッ

ク
の
導
入
を
決
定
︒
令
和
３

年
度
に
は
︑
福
岡
県
ト
協
︑

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
が
協
力

し
︑ 

Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
の
実
用

性
や
快
適
性
︑
経
済
性
等
を

検
証
す
る
﹁
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
実
証
﹂
を
実
施
し
て
い

た
︒
ま
た
︑昨
年
12
月
に
は
︑

Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
先
進
拠
点
の

構
築
を
目
指
し
︑
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

㈱
（
以
下
︑﹁
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
﹂

:
ト
ヨ
タ
自
動
車
︑
い
す

ゞ
自
動
車
等
が
参
画
）
と
の

間
で
︑﹁
地
域
交
通
を
含
め

た
商
用
車
に
お
け
る
Ｆ
Ｃ
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
普
及
に
関
す
る

連
携
協
定
﹂
を
締
結
︒
今
回

の
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
の
商
用
運

用
開
始
の
運
び
と
な
っ
た
︒

商
用
運
行
を
開
始
し
た
の

は
︑
福
岡
運
輸
㈱
（
富
永
泰

輔
社
長
）︑
㈱
博
運
社
（
眞

鍋
和
弘
社
長
）
の
２
台
︒
今

回
の
運
行
が
︑
西
日
本
初
と

な
る
︒

平成 22年調査

27年調査

令和 3年調査

　

出
発
式
で
は
︑
服
部
誠
太

郎
福
岡
県
知
事
が
︑﹁
水
素

を
安
定
的
︑
大
量
に
消
費
す

る
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
で
︑
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
も
進
む
と
考

え
て
い
る
︒
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク

の
普
及
・
活
用
に
︑
皆
さ
ま

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒

　

ま
た
︑
服
部
知
事
︑
香
原

勝
司
福
岡
県
議
会
議
長
︑
二

又
福
岡
県
ト
協
会
長
︑
富
永

福
岡
運
輸
社
長
︑
長
元
美
代

博
運
社
専
務
取
締
役
︑
中
嶋

裕
樹
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
社
長
ら
が
揃

っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
︒
富
永

福
岡
運
輸
社
長
お
よ
び
長
元

博
運
社
専
務
に
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ

ク
の
キ
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
あ

と
︑
服
部
知
事
ら
が
Ｆ
Ｃ
ト

ラ
ッ
ク
の
試
乗
を
行
っ
た
︒

 

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
﹂
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

日
本
海
事
協
会

　
﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好

度
認
証
制
度
（
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
）﹂
認
証
実

施
団
体
で
あ
る
（
一
財
）
日

本
海
事
協
会
で
は
︑
こ
の
ほ

ど
同
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
（
写
真
）︒

　

同
制
度
は
︑
事
業
者
の
労

働
条
件
や
労
働
環
境
を
求
職

者
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ

う
﹁
見
え
る
化
﹂
す
る
こ
と

で
︑
求
職
者
の
イ
メ
ー
ジ
刷

新
を
図
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
等
へ
の
就
職
を
促
す
た
め

に
実
施
し
て
い
る
も
の
︒
同

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
︑
同
制

度
の
基
本
的
な
考
え
方
や
認

証
取
得
の
流
れ
︑
認
証
基
準

や
申
請
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
︒

　

な
お
︑
同
制
度
の

２
０
２
３
年
度
認
証

の
申
請
期
間
は
︑﹁
一

つ
星
﹂
新
規
・
継
続

申
請
と
﹁
二
つ
星
﹂
新
規
申

請
が
７
月
18
日
㈫
~
９
月
15

日
㈮
︑﹁
三
つ
星
﹂
申
請
が

９
月
19
日
㈫
~
10
月
16
日
㈪

と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
同

制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

能
︒ 

　国土交通省は 7 月 18 日、適正な取引を阻害する疑いのある荷主
企業・元請運送事業者の監視を強化するため、7 月 21 日に「トラ
ック G メン」を全国 162 人体制で創設すると発表した。
　国交省では、適正な取引を阻害する行為を是正するため、貨物自
動車運送事業法に基づき、荷主企業・元請運送事業者への「働きかけ」

「要請」等を実施してきた。しかし、依然として荷主等に起因する
長時間の荷待ちや、運賃・料金等の不当な据え置き等が十分に解消
されていないことから、国交省では 6 月 2 日に取りまとめられた「物

流革新に向けた政策パッケージ」に基づき「トラック G メン」を
創設し、緊急に体制を整備するとともに、当該「トラック G メン」
による調査結果を事業法に基づく荷主企業・元請運送事業者への「働
きかけ」「要請」等に活用し、実効性を確保する（図）。
　「トラック G メン」の創設に当たっては、国交省の既定定員 82
人の既存リソースを最大限活用するとともに、新たに 80 人を緊急
に増員。合計 162 人の体制により、本省および地方運輸局等に設
置し、業務を遂行していくことにしている。

出発式で記念撮影におさまる関係者

「働きやすい職場認証制度」
トラック・バス・タクシードライバーのための

安心を見せる！ 人が集まる！

国土交通省指定 運転者職場環境良好度認証制度 認証実施団体

働き
やすい職場

認　　　　証

「トラックGメン」を全国162人体制で創設「トラックGメン」を全国162人体制で創設
荷主・元請事業者への監視体制を強化

国交省
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高
齢
化
に
伴
い
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状
態

強
い
覚
悟
を
も
っ
て
健
康
対
策
に
踏
み
出
す

第
21
回  

株
式
会
社
山
本
急
行
（
岐
阜
県
恵
那
市
）

株式会社山本急行
会社所在地	 岐阜県恵那市長島町永田
　　　　　　307-139
資本金	 1,500 万円
設　立	 平成 2 年 4月10日
従業員数	 30 人（うちドライバー27 人）
車両数	 19 台

　

従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要

な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え

ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
近
年
我
が
国

に
お
い
て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
︑

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

は
︑
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
︑﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
岐
阜
県
恵
那
市
の
株
式
会

社
山
本
急
行（
山
本
英
史
代
表
取
締
役
）

に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

生
活
習
慣
改
善
は「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
」
の
第
一
歩

生
活
習
慣
改
善
は「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
」
の
第
一
歩

健
康
起
因
事
故
防
止
へ
「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

山本　英史
代表取締役

同社では、エアロバイクや腹筋用ローラーなどのトレーニングマシンを揃え、空き時間などを使って運
動できるようにしている

　

㈱
山
本
急
行
は
︑
主
に
大

型
冷
蔵
冷
凍
車
で
生
鮮
食
品

や
冷
凍
食
品
を
東
海
地
方
の

各
地
に
輸
送
し
て
い
る
ほ
か
︑

ボ
デ
ィ
プ
リ
ン
ト
事
業
も
手

が
け
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
大

き
な
要
因
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
高
齢
化
で
あ
っ
た
︒
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
年
齢

は
現
在
50
歳
弱
で
あ
る
︒
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
荷
役
作

業
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
も

多
く
︑
１
日
の
歩
数
は
１
万

歩
程
度
と
︑
運
動
量
は
決
し

て
少
な
く
な
い
︒
一
方
で
︑

健
康
診
断
の
結
果
を
確
認
す

る
と
︑
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
て
思
わ
し
く
な
い
結
果
の

人
が
増
え
て
き
て
い
た
︒

　

山
本
社
長
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
︑
従
業
員
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
意
︒
平
成
30
年
度
に
岐

阜
県
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

﹁
清
流
の
国
ぎ
ふ
健
康
経
営

推
進
事
業
﹂
に
参
加
し
︑
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
始
め
た
︒
そ
の
後
︑
令

和
３
年
に
は
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
﹂
認
定
を
取
得
し
︑

健
康
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
て
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
自

身
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が

高
く
な
い
人
も
お
り
︑
健
診

結
果
を
放
置
し
て
し
ま
う
こ

と
で
︑
後
々
重
大
な
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
︒
経
営
者
と
し
て
従

業
員
に
対
し
健
康
へ
の
意
識

づ
け
を
行
い
︑
状
況
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
︑

　

同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
︑
年
間
２
度
健
診
を

受
診
さ
せ
て
い
る
︒
昨
年
か

ら
は
血
液
検
査
に
つ
い
て
検

査
項
目
を
増
や
し
︑
病
気
の

早
期
発
見
に
繋
げ
よ
う
と
し

て
い
る
︒
基
準
値
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
こ
と
で
︑
栄
養
状

態
を
は
じ
め
︑
肝
臓
病
︑
腎

臓
病
︑
糖
尿
病
︑
高
血
圧
︑

心
臓
病
︑
高
尿
酸
血
症
な
ど

の
早
期
発
見
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

同
社
で
は
血
液
検
査
に
関

す
る
検
査
項
目
を
増
や
し
た

結
果
︑
こ
れ
ま
で
健
診
結
果

に
問
題
が
な
か
っ
た
従
業
員

の
中
に
も
要
経
過
観
察
や
要

精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
人

も
い
た
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
健
診
に
お
い
て

異
常
所
見
が
あ
っ
た
り
︑
再

検
査
や
要
精
密
検
査
と
判
定

さ
れ
て
も
︑
そ
れ
ら
を
放
置

し
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
︒
同
社
で

は
昨
年
か
ら
︑
健
診
結
果
の

事
後
措
置
の
徹
底
を
図
る
た

め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
構
築
し
た
﹁
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
活
用
し
︑

健
康
管
理
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
各
ド

将
来
的
に
は
事
業
継
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
事
態
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
︒
担
い
手
不
足
が

一
層
加
速
化
す
る
中
で
︑﹃
当

社
で
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
︑
い
つ
ま
で
も
元
気
に

働
い
て
も
ら
い
た
い
﹄
と
の

強
い
思
い
で
︑
健
康
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
﹂（
山
本
社
長
）

ラ
イ
バ
ー
の
健
診
デ
ー
タ
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）

に
送
付
す
る
と
︑
そ
れ
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
運
送
事

業
者
に
返
送
︒
受
診
し
た
病

院
ご
と
に
健
診
結
果
表
の
書

式
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と

が
多
く
︑
こ
れ
ま
で
一
体
的

な
管
理
が
難
し
か
っ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
診
結
果
が
︑
エ

ク
セ
ル
を
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し

た
統
一
デ
ー
タ
の
形
で
ま
と

め
ら
れ
る
︒
デ
ー
タ
分
析
に

よ
り
︑
健
康
起
因
事
故
の
大

き
な
要
因
で
あ
る
肥
満
や
高

血
圧
︑
脂
質
異
常
︑
高
血
糖

と
い
っ
た
病
気
を
抱
え
る
ハ

イ
リ
ス
ク
者
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒ま
た
︑

再
検
査
や
要
精
密
検
査
と
さ

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
受
診

勧
奨
と
再
受
診
結
果
の
把
握

も
簡
単
に
で
き
る
た
め
︑
健

診
結
果
の
事
後
フ
ォ
ロ
ー
を

効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
︒

　
﹁
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
毎
年
の
健
診
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
く
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
状
態
の
変
化

を
経
年
で
追
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
︑
健
康
づ
く
り
に
向

け
た
適
切
な
指
導
が
可
能
と

な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
再
検
査

や
精
密
検
査
な
ど
の
受
診
状

況
を
確
認
で
き
る
た
め
︑
健

診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
の
徹
底
に

も
繋
が
り
ま
し
た
︒﹃
健
康

起
因
事
故
防
止
を
目
指
す
﹄

　

健
康
づ
く
り
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
︑﹁
従

業
員
の
健
康
に
対
す
る
意
識

　

同
社
で
は
会
社
敷
地
内

に
︑
運
動
や
疲
労
回
復
を
図

る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
整

備
し
て
い
る
︒

　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ダ
ン
ベ

ル
︑
腹
筋
用
ロ
ー
ラ
ー
︑
ス

ト
レ
ッ
チ
器
具
な
ど
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
揃
え
︑

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
そ
こ

で
汗
を
流
し
て
い
る
︒
ま
た

﹁
酸
素
ボ
ッ
ク
ス
﹂
を
設
置

し
︑
酸
素
を
効
率
良
く
体
内

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
︑
疲

労
回
復
を
図
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
地
元
の
恵
那
市
体

育
連
盟
で
は
︑
市
内
企
業
の

従
業
員
の
健
康
増
進
を
支
援

す
る
た
め
に
﹁
ま
き
が
ね
de

社
員
も
会
社
も
健
康
増
進
！

事
業
﹂
を
展
開
し
て
お
り
︑

同
社
も
参
加
し
て
い
る
︒
参

加
企
業
の
従
業
員
は
︑
市
内

に
あ
る
ま
き
が
ね
公
園
の
体

育
館
健
康
体
力
セ
ン
タ
ー
内

と
い
う
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
は

他
に
な
く
︑
当
社
で
も
同
シ

ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
脳
疾

患
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
に
繋

が
る
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
︑

受
診
料
と
し
て
１
万
円
を
補

助
し
︑
受
診
を
促
進
し
て
い

る
︒
今
年
は
５
人
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し

て
お
り
︑
今
後
も
未
受
診
者

に
対
し
て
順
次
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
を
促
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
︒

づ
け
﹂
も
重
要
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
毎
月
１
回
実

施
し
て
い
る
安
全
会
議
の
中

で
︑
健
康
管
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
管
理
者
か
ら
ド
ラ
イ

バ
ー
に
話
す
よ
う
に
し
て
い

る
ほ
か
︑
年
に
１
︑
２
度
ほ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
無

料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
︑

会
社
が
休
み
の
時
に
利
用
し

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
い
︒

　

さ
て
︑
生
活
習
慣
病
を
防

い
で
い
く
た
め
に
は
︑
日
頃

か
ら
の
運
動
だ
け
で
は
な

く
︑
食
事
や
た
ば
こ
︑
飲
酒

な
ど
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の

見
直
し
も
必
要
と
な
る
︒

　

同
社
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生
活
改
善

を
図
る
た
め
に
︑
毎
月
１
回

﹁
山
急
食
堂
﹂
を
開
設
︒
料

理
を
提
供
す
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
で
︑
食
事
面
で
の
ケ

ア
を
図
っ
て
き
た
︒

　

同
食
堂
は
も
と
も
と
従
業

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
の
た
め
に
始
め
た
も

の
で
︑
総
務
部
門
の
女
性
社

員
た
ち
が
料
理
を
手
づ
く
り

し
︑
乗
務
が
終
わ
っ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
に
食
事
を
提
供
し
て

い
る
︒
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は

ヘ
ル
シ
ー
で
栄
養
に
も
気
を

遣
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
出
退

勤
時
の
限
ら
れ
た
時
間
に
食

べ
ら
れ
る
も
の
が
主
体
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
︑
時
に
は
家
族

の
た
め
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら

い
︑
団
ら
ん
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
も
ら
っ
て
い
た
︒

　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
︑
近
年
は
食

事
の
提
供
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
︑
実
施
の
機
会
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ま
た
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒
そ
の
際
に

は
︑
こ
れ
ま
で
と
全
く
同
じ

や
り
方
で
は
な
く
︑
新
し
い

工
夫
を
い
ろ
い
ろ
と
取
り
入

れ
な
が
ら
︑
従
業
員
の
健
康

に
繋
が
る
よ
う
な
形
で
実
施

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
﹂（
同
）

　

同
社
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組

み
が
功
を
奏
し
︑
同
社
で
は

健
康
に
対
す
る
従
業
員
の
意

識
が
非
常
に
高
ま
っ
た
と
い

う
︒

　
﹁
健
康
づ

く
り
を
通
じ

て
の
日
々
の

﹃
生
活
習
慣

の
改
善
﹄
が

健
康
へ
の
第

一
歩
で
あ

ど
生
命
保
険
会
社
の
担
当
者

を
招
き
︑
健
康
管
理
の
重
要

性
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
生
命
保

険
会
社
と
契
約
し
︑
健
康
経

営
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
実
践
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
加

入
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
生
命

保
険
会
社

が
提
供
す

る
﹁
24
時

間
健
康
相

談
﹂
や﹁
メ

ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
﹂

な
ど
の
電

話
相
談
を

利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
毎
日
の
点
呼
の
際

に
は
︑
再
検
査
や
精
密
検
査

の
必
要
が
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
︑
そ
れ
ら
の
検
査

の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
︑

受
診
を
促
す
よ
う
に
し
て
い

る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
の
点
呼
場

に
は
血
圧
計
を
設
置
し
︑
点

呼
ご
と
に
血
圧
を
測
定
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
ほ

か
︑
点
呼
場
の
目
立
つ
場
所

に
健
康
経
営
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
貼

り
出
す
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
常
日
頃
か
ら
健
康
を
意
識

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

り
︑
当
社
の
従
業
員
が
職
場

で
長
く
元
気
に
活
躍
で
き
る

た
め
の
唯
一
の
手
段
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
︒
当

社
で
は
今
後
も
︑
健
康
づ
く

り
の
重
要
性
を
従
業
員
に
対

し
て
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

来
年
４
月
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
適
用
に
な
り

ま
す
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
は
そ
れ
だ
け
自
分
の
時

間
が
増
え
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
︒
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
こ
の
時
間
を
活
用
し
て

も
ら
い
︑
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
に
よ
り

励
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
山
本
急
行

　

山
本
英
史　

代
表
取
締
役

病
気
の
リ
ス
ク
を
い
ち
早
く
つ
か
む
「
血
液
検
査
」

健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
徹
底
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る

安
全
会
議
や
点
呼
で
健
康
の
重
要
性
を
説
明

ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
て
健
康
を
意
識
さ
せ
る

生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

新
し
い
工
夫
を
取
り
入
れ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
挑
む

疲
労
回
復
を
図
る
﹁
酸
素
ボ
ッ
ク
ス
﹂

食
事
面
で
の
ケ
ア
を
目
的
に
開
設
し
て
い
る

﹁
山
急
食
堂
﹂

点
呼
場
に
は
健
康
経
営
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
貼
り
出

し
て
い
る

点
呼
な
ど
の
際
に
再
検
査
の
重
要
性

を
説
明
し
、
受
診
を
促
し
て
い
る



（第3種郵便物認可）（5） 令和5年（2023年）7月20日 第2223号

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

W379xH168_全5段-物流ニッポン_モノクロ.pdf   1   2023/07/05   18:08:48

　

勇
和
運
輸
㈱
は
︑
大
手
特

積
会
社
の
幹
線
輸
送
の
ほ

か
︑
３
Ｐ
Ｌ
事
業
や
倉
庫
事

業
な
ど
も
手
が
け
る
運
送
会

社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
以
前
か
ら
︑
環

境
や
安
全
に
関
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
て
い
た
が
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
始
め
た
の
は
今
年
３
月
か

ら
で
あ
る
︒

　

藤
本
社
長
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
を

尋
ね
る
と
︑﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
求

職
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
雇
用
に
繋
げ
た
い
﹂

と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た

と
い
う
︒

　
﹁
運
送
会
社
の
多
く
が
若

手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
応
募
者
を

集
め
る
の
に
苦
労
し
て
お
り
︑

当
社
で
も
い
か
に
若
手
ド
ラ

イ
バ
ー
を
採
用
し
︑
戦
力
と

し
て
育
て
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

近
年
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
か
ら
︑
特
に

若
年
層
は
企
業
選
び
の
際
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
み
ら
れ
ま
す
︒
ま
た
︑

若
い
求
職
者
の
多
く
は
求
人

募
集
に
応
募
す
る
に
あ
た

り
︑
運
送
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
確
認
し
︑

会
社
の
取
り
組
み
や
雰
囲
気

な
ど
を
事
前
に
リ
サ
ー
チ
す

る
こ
と
も
多
い
で
す
︒
さ
ら

に
︑
求
職
者
の
ご
家
族
も
︑

運
送
会
社
の
Ｈ
Ｐ
を
確
認
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
︒
当
社
の
取
り
組
み
を

﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
取
り

組
み
﹄と
し
て
Ｈ
Ｐ
上
で﹃
見

え
る
化
﹄
し
︑
分
か
り
や
す

く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
︑
運

送
業
界
に
対
す
る
理
解
や
当

社
に
対
す
る
信
頼
感
の
向
上

に
繋
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
﹂

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
み
て
い
き
た
い
︒

①
﹁
ク
リ
ー
ン
輸
送
を
通
じ

た
エ
コ
社
会
の
実
現
﹂（﹁
開

発
目
標
７
:
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂、

﹁
開
発
目
標
13
:
気
候
変

動
﹂）

　

同
社
で
は
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
し
︑
環
境
保
全
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
﹂

で
は
︑
４
㌧
車
か
ら
10
㌧
車

の
全
車
両
に
デ
ジ
タ
ル
タ
コ

グ
ラ
フ
（
デ
ジ
タ
コ
）
を
搭

載
し
︑
最
高
速
度
や
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
エ
コ
運
転
デ
ー

タ
を
記
録
し
て
分
析
︒
好
成

績
を
収
め
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
は
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
︑
年
２
回
支
給
す
る
ボ

ー
ナ
ス
に
も
加
算
す
る
な
ど
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
意
識
を
高
め
︑
継
続
的

に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整

（
藤
本
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
２
年
ほ
ど
前

か
ら
同
社
と
取
引
を
し
て
い

る
︑
金
融
機
関
が
提
供
し
て

い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
﹁
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
書
﹂
を
策
定
︒
同

社
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
画
面
の
目

立
つ
場
所
に
︑﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹂

の
ロ
ゴ
と
と
も
に
宣
言
書
を

掲
載
す
る
な
ど
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
向

け
て
同
社
が
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
︒

え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
﹂
と
し
て
︑

令
和
４
年
の
新
本
社
へ
の
移

転
と
と
も
に
新
た
に
整
備
し

た
整
備
工
場
の
屋
上
に
︑
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
（
１
日
当

た
り
の
発
電
量
35
㌔
㍗
）
を

設
置
し
た
ほ
か
︑
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
２

基
設
置
し
た
︒
昼
間
は
太
陽

光
発
電
に
よ
る
電
力
を
使
う

こ
と
で
︑
電
力
会
社
か
ら
購

入
す
る
電
力
量
が
減
る
︒
ま

た
︑
余
剰
電
力
は
蓄
電
シ
ス

テ
ム
に
充
電
し
︑
夜
間
作
業

な
ど
に
利
用
し
て
い
る
︒

②
﹁
安
全
・
安
心
な
輸
送
の

実
現
に
向
け
て
﹂（﹁
開
発
目

標
３
:
保
健
﹂、﹁
開
発
目

標
４
:
教
育
﹂、﹁
開
発
目

標
９
:
イ
ン
フ
ラ
、産
業
化
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂）

　

同
社
で
は
︑
交
通
事
故
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
同
社
で
は
平
成
29

年
に
安
全
性
優
良
事
業
所
認

定
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
を
取
得
︒

以
降
︑
現
在
に
至
る
ま
で
Ｇ

マ
ー
ク
の
継
続
取
得
を
果
た

し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
安
全
指
導
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
︒
同
社
が
導
入

し
て
い
る
デ
ジ
タ
コ
に
は
車

両
動
態
管
理
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
︑
急
加
速
や

急
減
速
な
ど
と
い
っ
た
危
険

運
転
を
行
っ
た
際
に
は
︑
警

告
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
る
機
能
が

あ
る
︒
運
行
中
に
警
告
ア
ラ

ー
ト
が
鳴
っ
た
場
合
に
は
︑

車
両
を
安
全
な
場
所
に
止

め
︑運
行
管
理
者
に
連
絡
し
︑

状
況
を
報
告
︒
ま
た
帰
庫
後

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
行
管

理
者
と
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
（
ド
ラ
レ
コ
）
の

映
像
を
確
認
し
︑
危
険
運
転

を
起
こ
し
た
原
因
を
究
明
す

る
と
と
も
に
︑
同
じ
よ
う
な

運
転
操
作
を
行
わ
な
い
よ
う

③
﹁
一
人
ひ
と
り
が
安
全
に

働
け
る
職
場
環
境
の
整
備
﹂

（﹁
開
発
目
標
３
:
保
健
﹂、

﹁
開
発
目
標
４
:
教
育
﹂、

﹁
開
発
目
標
８
:
経
済
成

長
と
雇
用
﹂）

　

同
社
で
は
︑
従
業
員
が
い

つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
環

境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

６
年
４
月
か
ら
適
用
と
な

る
改
正
﹁
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準（
改
善
基
準
告
示
）﹂

で
は
︑
１
日
の
拘
束
時
間
は

13
時
間
以
内
と
定
め
ら
れ
て

い
る
︒
同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
抑
制
の

観
点
か
ら
︑
１
日
当
た
り
13

時
間
を
超
え
な
い
運
行
と
な

る
よ
う
︑
大
手
特
積
会
社
の

理
解
を
得
な
が
ら
配
車
を
工

夫
す
る
な
ど
の
調
整
を
進
め

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
現
在
週
休
１
日
と

な
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤

務
体
系
に
つ
い
て
も
︑
年
間

の
拘
束
時
間
の
制
限
に
対
応

す
べ
く
︑
今
後
週
休
２
日
に

し
て
い
く
た
め
の
準
備
も
進

め
て
い
る
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
確
保
面
で
の
取
り
組
み

と
し
て
は
︑
事
故
危
険
箇
所

接
近
時
の
︑
ド
ラ
レ
コ
に
よ

る
注
意
喚
起
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
︒
同
社
の
ト
ラ
ッ

ク
が
搭
載
し
て
い
る
ド
ラ
レ

コ
に
は
︑
車
両
の
運
行
デ
ー

タ
を
基
に﹁
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂

（
事
故
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
）

を
自
動
作
成
す
る
機
能
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
︑
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ
た
事
故

危
険
箇
所
に
ト
ラ
ッ
ク
が
近

づ
く
と
︑
車
載
器
が
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
注
意
を
促
し
︑

事
故
を
未
然
に
防
い
で
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
が
本
社

を
構
え
る
加
西
市
は
︑
兵
庫

県
の
南
部
︑
播
州
平
野
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
︑
姫
路
や

神
戸
︑
大
阪
な
ど
都
市
部
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
あ
る
︒

加
西
市
で
は
︑
妊
娠
・
出
産

・
子
育
て
支
援
や
︑
移
住
・

住
宅
支
援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
し
︑
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

を
検
討
し
て
い
る
人
々
に
移

住
を
促
す
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
い
る
︒
同
市
の

取
り
組
み
に
併
せ
︑
同
社
の

求
人
募
集
で
も
︑﹁
暮
ら
し

ド
ラ
イ
バ
ー
に
指
導
し
て
い

る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
事
故
防
止
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
︑
月
に

１
回
月
曜
日
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
︒
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
︑
10
~
15
人
程
度
の
グ

ル
ー
プ
で
︑
ド
ラ
レ
コ
で
撮

影
さ
れ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
映

像
を
確
認
し
︑
事
故
防
止
策

を
話
し
合
い
︑
事
故
の
未
然

防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒
ま
た
︑

同
社
で
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
時
の
姿
勢
﹂
に
対
す
る

指
導
も
強
化
し
て
い
る
︒
同

社
が
採
用
し
て
い
る
ド
ラ
レ

コ
で
は
前
方
と
運
転
席
の
状

況
が
撮
影
で
き
︑
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事
象
が
発
生
し
た
際
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
様
子
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
正
し

い
運
転
姿
勢
が
取
れ
て
い
れ

ば
︑
視
界
が
広
く
な
り
︑
周

囲
の
状
況
変
化
を
い
ち
早
く

つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
︑
適
切
な
運
転
操
作
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

一
方
で
︑
運
転
姿
勢
が
正
し

く
な
い
と
視
野
に
偏
り
が
生

じ
︑
交
通
事
故
に
遭
遇
す
る

可
能
性
が
上
が
る
ほ
か
︑
疲

労
も
溜
ま
り
や
す
く
な
る
︒

　

ま
た
︑
交
通
安
全
を
祈
願

す
る
た
め
︑
毎
年
１
月
に
開

催
し
て
い
る﹁
安
全
地
鎮
祭
﹂

の
後
に
は
︑
地
元
警
察
署
や

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
︑
タ
イ

ヤ
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
を
招

い
て
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
︒

や
す
い
田
舎
﹂︑﹁
子
育
て
し

や
す
い
﹂︑﹁
支
援
制
度
が
充

実
﹂
な
ど
︑
地
元
以
外
の
求

職
者
に
対
し
て
加
西
市
の
魅

力
を
訴
求
し
て
い
る
︒

　
﹁
若
年
層
が
こ
の
地
域
に

移
り
住
ん
で
定
着
し
︑
地
元

に
根
差
し
た
運
送
会
社
で
長

く
働
き
続
け
る
こ
と
は
︑
地

域
経
済
や
運
送
会
社
に
と
っ

て
の
﹃
持
続
可
能
﹄
に
も
繋

が
っ
て
き
ま
す
︒
当
社
と
し

て
も
︑
地
元
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
︑
地
元
の

活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
同
社
に
お
け
る

今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
藤
本

社
長
に
伺
っ
た
︒

　
﹁﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
書
﹄
の

策
定
を
き
っ
か
け
に
始
め
た

新
た
な
取
り
組
み
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
︑
当
社
と
し

て
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
取

り
組
み
を
﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹄
と

い
う
枠
組
み
で
分
か
り
や
す

く
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
︑

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
当

社
の
評
価
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
当

社
と
し
て
は
今
後
も
︑﹃
環

境
﹄
と
﹃
安
全
﹄︑
そ
し
て

職
場
環
境
の
整
備
を
通
じ
た

﹃
人
材
確
保
﹄
に
主
眼
を
置

き
︑
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
運
送
事
業
者
と
な
る
た
め

に
様
々
な
活
動
を
進
め
︑
当

社
の
事
業
継
続
力
を
一
層
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
勇
和
運
輸
㈱

　

藤
本　

勇
一　

代
表
取
締

役

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

勇
和
運
輸
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

第10回
　

本
特
集
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
兵
庫
県
加
西
市
の
勇
和
運
輸

㈱
（
藤
本
勇
一
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組

み
で
す
︒

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
若
年
層
の
雇
用
に
繋
げ
た
い
」

取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」
し
て
信
頼
感
を
高
め
る

「
長
年
活
躍
で
き
る
」職
場
環
境
を
整
備

若
年
層
の
定
着
が
「
持
続
可
能
」
に
繋
が
る

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」を
通
じ
て
環
境
保
全
に
貢
献

「
安
全
・
安
心
な
輸
送
」
の
実
現
に
も
取
り
組
む

企業プロフィール
□�社　　　名　勇和運輸㈱
□�本社所在地　兵庫県加西市玉野町1156-130
□�代　表　者　代表取締役　藤本　勇一
□�設　　　立　平成19年７月24日
□�資　本　金　500万円
□�社　員　数　71人（うちドライバー66人）
□�車　両　数　72台

藤本　勇一
代表取締役

加
西
市
で
は
﹁
暮
ら
し
や
す
さ
﹂
を
ア

ピ
ー
ル
し
、移
住
を
促
す
た
め
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
い
る

表
彰
な
ど
を
通
じ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
る

同
社
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
画
面
に﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
﹂
の
ロ
ゴ
を
掲
出
（
矢
印
）。
同
社

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た

整
備
工
場
（
写
真
㊧
）
の
屋
上
に
、太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
（
写
真
㊤
）。
発

電
し
た
電
気
は
同
社
の
事
業
活
動
に

活
用
し
て
い
る

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

特
　
集
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労
働
基
準
法
は
第
20
条
第
１
項
で
︑

解
雇
の
場
合
に
30
日
前
の
予
告
を
義

　

先
日
、
労
働
者
Ａ
が
、
仕
事
上
の

ミ
ス
に
つ
い
て
注
意
を
し
た
上
司
に
腹

を
立
て
、
突
然
暴
力
を
ふ
る
い
大
け
が

を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

会
社
と
し
て
は
事
実
関
係
を
確
認
し

た
後
、
直
ち
に
労
働
基
準
監
督
署
長

に
即
時
解
雇
認
定
の
申
請
を
行
う
と

と
も
に
、
Ａ
に
対
し
即
時
解
雇
を
通

告
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ａ
は
こ
れ

に
強
く
反
発
し
、
さ
ら
に
「
認
定
が

下
り
る
ま
で
は
解
雇
が
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は

賃
金
を
支
払
え
」
な
ど
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
Ａ

の
主
張
通
り
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
ご
教
示

願
い
ま
す
。

 第271回 

認定下りるまで
解 雇 無 効 で 賃 金
の支払い必要か

務
づ
け
て
い
ま
す
が
︑﹁
労
働
者
の
責

に
帰
す
べ
き
事
由
﹂
が
あ
る
場
合
は
︑

予
告
を
し
な
い
で
解
雇
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
同
項
た
だ
し
書
）
と
し
て

い
ま
す
︒
た
だ
し
︑
懲
戒
解
雇
は
︑

使
用
者
が
行
う
懲
戒
処
分
の
い
わ
ば

最
高
刑
で
あ
り
︑
労
働
者
の
地
位
を

失
わ
せ
る
と
い
う
重
大
な
結
果
を
招

来
す
る
も
の
で
す
か
ら
︑
予
告
を
し

な
い
で
解
雇
す
る
と
き
に
は
︑
労
働

基
準
監
督
署
長
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
同

条
第
３
項
）︒認
定
は
︑正
し
く
は﹁
解

雇
予
告
除
外
認
定
﹂
と
い
い
ま
す
が
︑

こ
の
認
定
を
受
け
ず
に
即
時
解
雇
し

た
使
用
者
は
︑
６
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
に
お
け
る
即
時
解
雇
認
定
の
有
無

と
即
時
解
雇
の
効
力
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
︒
労
働
者
Ａ
の
主

張
は
や
や
強
引
で
︑
た
と
え
使
用
者

が
即
時
解
雇
し
よ
う
と
し
て
も
︑
労

基
署
長
の
認
定
が
な
け
れ
ば
解
雇
で

き
ず
︑
認
定
が
下
り
る
ま
で
解
雇
は

成
立
し
な
い
た
め
︑
そ
れ
ま
で
労
働

契
約
は
継
続
し
て
お
り
︑
賃
金
が
支

払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︑
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
︒
た
し
か
に
同

条
に
は
︑
即
時
解
雇
認
定
の
効
力
に

つ
い
て
明
確
な
規
定
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
︑
そ
の
よ
う
な
主
張
に

も
一
理
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
︒

　

し
か
し
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
︑
厚

生
労
働
省
の
解
釈
例
規
を
み
る
と
︑

﹁
法
第
19
条
及
び
第
20
条
に
よ
る
認

定
は
︑
原
則
と
し
て
解
雇
の
意
思
表

示
を
な
す
前
に
受
け
る
べ
き
も
の
で

あ
る
が
︑
法
第
19
条
第
１
項
た
だ
し

書
及
び
第
20
条
第
１
項
た
だ
し
書
の

認
定
は
︑
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
事

実
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
処
分

で
あ
っ
て
︑
認
定
さ
れ
る
べ
き
事
実

が
あ
る
場
合
に
は
使
用
者
は
有
効
に

即
時
解
雇
を
な
し
得
る
も
の
と
解
さ

れ
る
の
で
︑
即
時
解
雇
の
意
思
表
示

を
し
た
後
︑
解
雇
予
告
除
外
認
定
を

得
た
場
合
は
そ
の
解
雇
の
効
力
は
使

用
者
が
即
時
解
雇
の
意
思
表
示
を
し

た
日
に
発
生
す
る
と
解
さ
れ
る
﹂
と

し
て
い
ま
す
（
昭
和
63
年
３
月
︑
基

発
第
１
５
０
号
）︒

　

こ
れ
を
も
う
少
し
説
明
す
る
と
︑

そ
も
そ
も
即
時
解
雇
認
定
と
い
う
の

は
︑
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
を
免

れ
よ
う
と
す
る
使
用
者
の
恣
意
的
判

断
を
規
制
す
る
意
図
で
監
督
指
導
上

科
せ
ら
れ
た
行
政
庁
の
処
分
で
あ
っ

て
︑
客
観
的
に
除
外
事
由
に
値
す
る

事
実
（
重
大
な
職
務
違
反
や
背
信

行
為
等
）
が
存
在
す
る
か
否
か
を
確

認
す
る
も
の（
事
実
確
認
処
分
）で
す
︒

つ
ま
り
︑
労
基
署
長
の
認
定
は
確
認

行
為
で
あ
っ
て
︑
解
雇
の
効
力
発
生

要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︑
認
定

が
な
く
て
も
︑
客
観
的
に
﹁
労
働
者

の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
﹂
が
あ
る
場

合
に
は
︑
即
時
解
雇
は
有
効
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
結
局
貴
社
の
Ａ
に

対
す
る
即
時
解
雇
処
分
は
そ
の
意
思

表
示
の
日
か
ら
有
効
に
成
立
す
る
こ

と
と
さ
れ
る
た
め
︑
認
定
が
下
り
る

ま
で
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

Ａ�

客
観
的
事
実
が
あ
れ
ば
意

思
表
示
の
日
か
ら
有
効
に

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
︑﹁
こ
れ
ま
で
と
は
本
気

度
が
違
う
﹂
と
い
う
言
葉
だ
︒
運

送
事
業
者
の
人
た
ち
と
会
う
と
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
が
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
︒
そ
の
な
か
で

﹁
本
気
度
﹂
と
い
う
言
葉
が
し
ば

し
ば
出
て
く
る
︒

　
﹁
本
気
度
﹂
と
は
︑﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
に
対
す
る
政
府
・
行
政

の
姿
勢
に
他
な
ら
な
い
︒３
月
に
は

﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
﹂が
設
置
さ
れ
︑

早
く
も
６
月
に
は
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
が
示

さ
れ
た
︒
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ

り
︑
総
合
的
な
政
策
に
な
っ
て
い

る
︒
運
送
業
界
に
対
す
る
こ
れ
ほ

ど
力
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
︑
か
つ

て
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
多

く
の
事
業
者
は
﹁
政
府
・
行
政
の

本
気
度
が
違
う
﹂
と
感
じ
て
い
る

の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

円
滑
な
経
済
活
動
や
平

穏
な
国
民
生
活
の
た
め

に
︑
持
続
可
能
な
物
流

の
構
築
が
喫
緊
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
︑
と
い

う
認
識
の
表
れ
だ
︒

　

そ
れ
に
対
し
て
運
送

事
業
者
自
身
は
︑
目
前

で
進
行
し
て
い
る
事
態

を
ど
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
も
っ

て
受
け
止
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
︒

現
在
の
状
況
は
業
界
に
と
っ
て
︑

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
﹁
追
い

風
﹂
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
追

い
風
﹂
を
味
方
に
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
を
は
じ
め
従
業
員
の
労
働

条
件
の
改
善
と

健
全
経
営
を
実

現
す
る
た
め
に
︑

全
力
で
取
引
条

件
の
見
直
し
な

ど
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
前
向
き

な
事
業
者
の
人

た
ち
は
﹁
こ
こ
ま

で
支
援
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
だ
か

ら
︑
自
分
た
ち
が

﹃
本
気
﹄
に
な

ら
な
い
と
ダ
メ

だ
﹂
と
受
け
止

め
て
い
る
︒
こ
の

よ
う
な
事
業
者

に
は
心
強
い
﹁
追
い
風
﹂
だ
︒

　

だ
が
︑﹁
追
い
風
﹂
は
﹁
向

か
い
風
﹂
に
も
な
る
︒
風
下
に

向
か
っ
て
進
む
人
に
は
推
進
力

に
な
る
が
︑
逆
に
風
上
に
向
か

っ
て
進
む
人
に
と
っ
て
は
﹁
向
か

い
風
﹂
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
︑

こ
れ
ま
で
と
同
じ
位
置
に
立
ち
止

ま
っ
た
ま
ま
で
動
こ
う
と
し
な
い

人
に
は
余
計
な
風
と
感
じ
る
だ
ろ

う
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
従
業

員
の
労
働
条
件
を
改
善
し
︑
同
時

に
適
正
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

経
営
を
目
指
す
事
業
者
に
は
﹁
追

い
風
﹂
で
あ
る
︒
だ
が
︑﹁
こ
れ
ま

で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
︑
バ
レ

た
ら
﹃
ご
め
ん
な
さ
い
﹄
で
何
と

か
な
る
さ
﹂
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を
安

い
時
給
で
働
か
せ
︑﹁﹃
稼
ぎ
た
か

っ
た
ら
働
け
ば
よ
い
﹄
と
長
時
間

労
働
を
強
い
る
事
業
者
は
︑
こ
れ

か
ら
通
用
し
な
く
な
る
﹂だ
ろ
う
︒

﹁
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂を
読
む
と
︑

前
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
し
な
い

事
業
者
に
は
︑﹁
か
つ
て
な
い
逆
風
﹂

に
な
る
だ
ろ
う
と
解
釈
で
き
る
か

ら
だ
︒

　

あ
る
中
小
事
業
者
は
︑
待
機
時

間
短
縮
の
交
渉
の
た
め
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
待
機
時
間
に
関
す
る
実

績
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
︒
そ

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
９
月
か
ら

交
渉
を
始
め
る
︒
そ
し
て
︑
前
向

き
に
対
応
し
な
い
荷
主
に
つ
い
て

は
︑﹁
そ
の
デ
ー
タ
を
行
政
に
提

出
す
る
﹂
と
筆
者
に
決
意
を
語
っ

た
︒
追
い
風
を
活
か
し
て
﹁
本
気

度
﹂
が
試
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
事

業
者
自
身
な
の
で
あ
る
︒

第
323
回

「本気度が違う」という声を聞く

　全日本トラック協会は10月21日㈯から23日㈪にかけて、「第55回全
国トラックドライバー・コンテスト」を開催する。
　10月21日㈯・22日㈰の2日間は、自動車安全運転センター安全運転中
央研修所（茨城県ひたちなか市）にて、学科競技（法規・構造機能・運
転常識）と実科競技（運転技能・点検）を実施。翌23日㈪に、第一ホテ
ル東京（東京都港区）で表彰式を開催する。
　現在、各都道府県トラック協会主催のトラックドライバー・コンテス
トが全国で開催されており（表）、プロトラックドライバーたちが全国
大会出場を目指し競技に挑んでいる。

実　施　要　綱実　施　要　綱
1 目的1 目的
　事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能と、関係法令
及び車両構造等に係る専門的な知識を競い、他の模範となることで、社
会的責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇りを持たせ、業界
を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止活動の推進に資する。

2主催2主催
　公益社団法人全日本トラック協会

3後援3後援
　内閣府、国土交通省、警察庁、自動車安全運転センター、一般財団法
人全日本交通安全協会、一般社団法人日本自動車整備振興会連合会

4協力4協力
　日野自動車株式会社、いすゞ自動車株式会社、三菱ふそうトラック・
バス株式会社、日本フルハーフ株式会社、UDトラックス株式会社（ABC
順）

55日程及び会場日程及び会場
⑴ 令和5年10月21日㈯…実科競技1日目、学科競技
⑵ 令和5年10月22日㈰…実科競技2日目
　自動車安全運転センター安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）
 … ⑴、⑵共
⑶令和5年10月23日㈪…表彰式
　第一ホテル東京（東京都港区）

66競技部門競技部門
　4トン部門、11トン部門、トレーラ部門、女性部門の４部門とする。
　競技に使用する車両は当日示すが、競技車両の車両クラスは、出場部
門により以下の通りとする。
⑴ 4トン部門 … 最大積載量4トン車を使用
⑵11トン部門 … 最大積載量11トン車を使用
⑶トレーラ部門 … トラクタ・トレーラを使用
⑷女性部門 …  最大積載量2トン車（ロングボディ）、最大積載量4トン

車、最大積載量11トン車、トラクタ・トレーラから出場選
手が事前に車両クラスを選択し使用

7出場資格7出場資格
⑴ 各都道府県トラック協会長が選抜したトラックドライバーとし、年

齢、性別（女性部門を除く）は問わない。なお、各都道府県トラック
協会からの選抜枠は、各部門につき1名とする。

⑵ 各都道府県トラック協会の会員事業所に勤務する従業員で勤務成績が
優秀であり、出場推薦日において過去3年間人身事故を起こしたことが
なく、かつ、過去1年間無事故、無違反であること。

⑶ 過去に各部門（第33回までの一般部門の各クラスを含む）で優勝した
者、総務庁長官賞又は内閣官房長官賞受賞者及び既に各部門を通じて
2回出場している者は出場することができない。但し、第32回(平成12
年度)以前にトレーラ部門又は女性部門に出場した回数はこれに含めな
い。

⑷  重複して他部門に出場することはできない。
⑸ 女性部門を除き、同一事業者からの出場は各都道府県トラック協会で1

名限りとする。

⑹ 無資格者並びに出場推薦日から表彰式までの間に事故を起こした者及
び違反を犯した者の出場及び入賞は取り消すものとする。

8表彰8表彰
　⑴ 選手表彰
　　① 内閣総理大臣賞〔全部門を通じて総合得点第1位〕
　　② 国土交通大臣賞〔中小企業の出場者のうち、全部門を通じて総合

得点第1位の者〕
　　③警察庁長官賞〔各部門第1位〕
　　④ 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第5位〕
　　⑤ 全日本トラック協会長特別賞〔シニア（50歳以上）の出場者のう

ち、全部門を通じて総合得点第1位の者〕
　　⑥海外派遣賞〔各部門第1位〕
　　※ ②、⑤については、別に定めた運用方針に基づき実施する。
　⑵ 事業所表彰
　　① 国土交通大臣賞〔各部門第1位の受賞者が所属する事業所〕
　　② 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第5位の受賞者が所属す

る事業所〕
　⑶ 参加賞
　　①出場選手に参加賞を進呈する。

9競技審査の概要9競技審査の概要
　⑴ 学科競技
　 　 　安全な交通の方法等に関する必要な知識の会得状況について試験

する。
　　①試験方法：短答式
　　②試験時間：60分
　　③ 試験内容：法規（道路交通法）、構造機能（車両）、運転常識

（プロドライバーとしての一般的認識事項等）
　⑵ 実科競技（運転技能・点検）
　 　 　安全・無事故運転を主体として、交通法規の遵守、基本操作技

術、日常点検動作について審査する。
　　①審査方法：実科競技採点表に基づき行う
　　②競技時間：実施要領に明示する
　　③審査内容：審査の主眼は以下のとおり
　　　ア．運転操作及び法規履行
　　　　 　安全措置、発進、制動、走行、車体感覚、通行区分、進路変

更、直進・右左折（巻き込み防止措置を含む）、ハンドル操
向、適切なシフトアップ、駐停車等

　　　イ．コース走行
　　　　 　高速周回路、幹線、模擬市街路のコース走行（発進、停止を

含む）、交差点通過（右折及び左折を含む）、側方通過等
　　　ウ．課題走行
　　　　 　隘路（あいろ）の通過、スラローム走行（前進・後退）、Ｓ

字後退、車庫入れ（車両側方停止位置と側方板の距離確認・車
両後方停止位置と指定された停止位置の距離確認）

　　　エ．運転態度
　　　　 　事故防止を規範とした真摯な安全運転姿勢、歩行者保護
　　　オ．エコドライブ
　　　　 　省エネ運転に配慮した運転
　　　カ．日常点検
　　　　　 日常点検基準における点検動作
　⑶ 競技の配点及び順位の決定方法
　　①配点　1,000点満点
　　　ア． 学科競技 … 法規200点、構造機能100点、運転常識100点
　　　イ．実科競技 … 運転技能・点検600点
　　②順位の決定方法
　　　 　総合得点の上位順とし、同点の場合は次による。
　　　ア． 過去5年間免許歴を有し、かつ、過去5年間無事故、無違反の

者とする。
　　　イ．運転技能の得点の高い者とする。
　　　ウ． すべてが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生

日が先の者）とする。

⓾その他⓾その他
⑴ 競技運営に係る統一基準

　コンテスト期間中［令和5年10月21日㈯～23日㈪］は、全日本ト
ラック協会が定める統一ゼッケンを着用すること。

⑵ 大会3日目に開催される表彰式に、特段の理由なく欠席した選手は途中
棄権とみなし、当該選手に対する選手表彰及び事業所表彰等は全て取
り消すものとする。

10月21日（土）・22日（日）・23日（月）〜交通事故ゼロを目指して〜〜交通事故ゼロを目指して〜

都道府県 学　科 運　転 点　検
北 海 道 6 月 2 4 日（ 土 ）6 月 2 4 日（ 土 ） 6 月 2 4 日（ 土 ）6 月 2 4 日（ 土 ）
青 森 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
岩 手 県 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ） 8 月8 月 5 日（ 土 ）5 日（ 土 ） 8 月8 月 5 日（ 土 ）5 日（ 土 ）
宮 城 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
秋 田 県 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ） 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ） 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ）
山 形 県 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ）
福 島 県 7 月 2 9 日（ 土 ）7 月 2 9 日（ 土 ）
茨 城 県 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ） 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ） 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ）
栃 木 県 5 月 2 0 日（ 土 ）5 月 2 0 日（ 土 ） 5 月 2 0 日（ 土 ）5 月 2 0 日（ 土 ） 5 月 2 0 日（ 土 ）5 月 2 0 日（ 土 ）
群 馬 県 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ） 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ） 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ）
埼 玉 県 7 月7 月 9 日（ 日 ）9 日（ 日 ）
千 葉 県 5 月 2 6 日（ 金 ）5 月 2 6 日（ 金 ） 6 月6 月 3 日（ 土 ）3 日（ 土 ） 6 月6 月 3 日（ 土 ）3 日（ 土 ）
東 京 都 4 月 2 7 日（ 木 ）4 月 2 7 日（ 木 ） 5 月 1 4 日（ 日 ）5 月 1 4 日（ 日 ）
神 奈 川 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
山 梨 県 7 月 2 9 日（ 土 ）7 月 2 9 日（ 土 ）
新 潟 県 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ） 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ） 7 月7 月 1 日（ 土 ）1 日（ 土 ）
長 野 県 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ） 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ） 7 月7 月 2 日（ 日 ）2 日（ 日 ）
富 山 県 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ） 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ） 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ）
石 川 県 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ） 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ） 6 月 1 7 日（ 土 ）6 月 1 7 日（ 土 ）
福 井 県 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ） 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ） 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ）
岐 阜 県 9 月  3 日（ 日 ）9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ）9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ）9 月  3 日（ 日 ）
静 岡 県 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ） 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ）
愛 知 県 9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ）9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ） 9 月  3 日（ 日 ） 
三 重 県 6 月 1 0 日（ 土 ）6 月 1 0 日（ 土 ） 6 月 1 0 日（ 土 ）6 月 1 0 日（ 土 ）
滋 賀 県 5 月 2 7 日（ 土 ）5 月 2 7 日（ 土 ） 5 月 2 7 日（ 土 ）5 月 2 7 日（ 土 ）
京 都 府 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ） 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ） 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ）
大 阪 府 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
兵 庫 県 7 月7 月 8 日（ 土 ）8 日（ 土 ） 7 月7 月 8 日（ 土 ）8 日（ 土 ） 7 月7 月 8 日（ 土 ）8 日（ 土 ）
奈 良 県 8 月8 月 8 日（ 火 ）8 日（ 火 ）
和 歌 山 県 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ） 7 月 1 5 日（ 土 ）7 月 1 5 日（ 土 ）
鳥 取 県 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ） 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ） 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ）
島 根 県 実施せず実施せず
岡 山 県 7 月7 月 6 日（ 木 ）6 日（ 木 ） 7 月7 月 6 日（ 木 ）6 日（ 木 ） 7 月7 月 6 日（ 木 ）6 日（ 木 ）
広 島 県 6 月 1 8 日（ 日 ）6 月 1 8 日（ 日 ） 6 月 1 8 日（ 日 ）6 月 1 8 日（ 日 ） 6 月 1 8 日（ 日 ）6 月 1 8 日（ 日 ）
山 口 県 8 月  1 日（ 火 ）8 月  1 日（ 火 ）
徳 島 県 7 月  2 日（ 日 ）7 月  2 日（ 日 ）
香 川 県 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ） 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ） 6 月 2 5 日（ 日 ）6 月 2 5 日（ 日 ）
愛 媛 県 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ） 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ）
高 知 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
福 岡 県 7 月 1 6 日（ 日 ）7 月 1 6 日（ 日 ） 7 月 1 6 日（ 日 ）7 月 1 6 日（ 日 ） 7 月 1 6 日（ 日 ）7 月 1 6 日（ 日 ）
佐 賀 県 8 月  5 日（ 土 ）8 月  5 日（ 土 ） 8 月  5 日（ 土 ）8 月  5 日（ 土 ） 8 月  5 日（ 土 ）8 月  5 日（ 土 ）
長 崎 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
熊 本 県 7 月7 月 9 日（ 日 ）9 日（ 日 ） 7 月7 月 9 日（ 日 ）9 日（ 日 ） 7 月7 月 9 日（ 日 ）9 日（ 日 ）
大 分 県 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ） 7 月 2 2 日（ 土 ）7 月 2 2 日（ 土 ）
宮 崎 県 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ） 7 月  1 日（ 土 ）7 月  1 日（ 土 ）
鹿 児 島 県 7 月  9 日（ 日 ）7 月  9 日（ 日 ） 7 月  9 日（ 日 ）7 月  9 日（ 日 ）
沖 縄 県 6 月 1 4 日（ 水 ）6 月 1 4 日（ 水 ） 7 月 2 3 日（ 日 ）7 月 2 3 日（ 日 ） 7 月 2 3 日（ 日 ）7 月 2 3 日（ 日 ）
※ 令和5年7月6日現在。上記開催日程については、今後予定が変更される可能性があるため、詳細

は各都道府県トラック協会にお問い合わせください。

令和5年度 都道府県トラック協会令和5年度 都道府県トラック協会
トラックドライバー・コンテストトラックドライバー・コンテスト日程日程

全ト協

第55回 全国トラックドライバー・コンテスト第55回 全国トラックドライバー・コンテスト
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ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第123回］

携帯仕様……ダブルタップ（クリック）をX回繰り返すと魔人が出現します……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜一時停止編〜
	 【解 答】3面に問題
❶	○（法第43条）車両等は、交通整理が
行なわれていない交差点又はその手前の
直近において、道路標識等により一時停止
すべきことが指定されているときは、道路標
識等による停止線の直前（道路標識等によ
る停止線が設けられていない場合にあって
は、交差点の直前）で一時停止しなければ
ならない。
❷	○（法第17条第1項・第2項）車両は、歩
道等に入る直前で一時停止し、かつ、歩行
者の通行を妨げないようにしなければなら
ないと定められており、歩行者がいない場
合には一時停止する必要はないという但書
等はないので、歩行者がいない場合でも一

時停止する必要がある。
❸	×（施行令第2条第1項）赤色の点滅信
号の場合、車両は一時停止しなければなら
ないが、歩行者は他の交通に注意して進行
することができる。
❹	○（法第40条第1項）交差点やその付近
で緊急自動車が近づいてきたときには、交
差点を避けて道路の左側に寄り、一時停止
しなければならない。
❺	×（法第71条第2号の3）児童、幼児等
の乗降のため停車している通学通園バスの
側方を通過するときは、徐行して安全を確
認すると定められており、一時停止までは
義務づけられていない。
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〇運行管理の徹底
・ 現下の交通事故の発生状況の関係者への周知徹底、並びに同種

事故再発防止に向けた啓発活動の実施
・ 健康起因事故防止のための健康管理の徹底、過労運転とならな

い無理のない配車計画の策定
・ 法定速度の遵守、適正な車間距離の保持、走行中のスマートフォ

ンの使用禁止などわき見運転防止のさらなる徹底

〇確実な点呼（遠隔点呼、自動点呼を含む）の実施
・ 現下の交通事故の発生状況の乗務員への周知徹底、同種事故の

未然防止に向けた具体的な指導の徹底
・ 乗務前・後点呼時における運転者に対する健康状態の確実な把

握、並びに体調などについて報告しやすい職場環境等の整備
・ 点呼時におけるアルコール検知器を使用した飲酒の有無の確実な

把握、当該検査結果の確実な記録の徹底

交通事故による労災が大幅増
厚労省　５年１～５月　労災発生状況

　厚生労働省が６月 19 日に公表した、「令和５年（１
月～５月）における労働災害発生状況」によると、全
産業での死亡災害は 244 人で、前年同期比 30 人、同
10.9% 減少であったのに対し、陸上貨物運送事業では
37 人で、同８人、同 27.6% の増加となった。これを事
故の型別発生状況に見ると、全産業で「墜落・転落」が
60人と同28人、同31.8% 減少しているが、「交通事故（道
路）」は48人であり、同12人、同33.3%の増加となった。
さらに、このうち、陸上貨物運送事業が 18 人、同８人、
同 80.0% の大幅な増加となっていた。なお、陸上貨物
運送事業の休業４日以上の死傷者数については、全体で
は昨年同期の 5,600 人から 5,395 人へ同 205 人減少し
たものの、型別では、「交通事故（道路）」が 238 人から
260 人へ、同 22 人増加となっている。
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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︑
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双
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︑
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︑
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︑
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事業者大会スケジュール
時　間 内　容 会　場

11：00 ～ 13：00 受付 3 階　ロビー
11：00 ～ 12：00 正副会長会議 1 階　ザ・テラスルーム

13：00 ～ 13：30

◇全体会議
①開会
② 主催者あいさつ（全日本トラック協会　坂本　克己会長）
③ 開催地ブロック協会長あいさつ

（北海道トラック協会　工藤　修二会長）

3 階　パークホール

13：40 ～ 15：10 ▷シンポジウム
「アップデートで進化　『2024 年問題への挑戦』」 3 階　パークホール

15：20 ～ 16：20

▶記念講演会
「地域密着経営

～道内産品を生かしたオリジナル戦略の展開～」
株式会社セコマ　代表取締役会長　丸谷　智保氏

3 階　パークホール

16：30 ～ 17：20

◇全体会議
①大会決議
②来賓あいさつ
③来賓紹介・祝電披露
④次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
　（九州ブロック）
⑤ガンバローコール
⑥閉会あいさつ

3 階　パークホール

17：40 ～ 19：40 懇親会
アトラクション　津軽三味線・江差追分

B2 階　パークプラザ
3 階　エメラルド

一、貨物自動車運送事業法に係る時限措置延長への対応を図ろう
一、「標準的な運賃」の活用等による適正なコスト収受等転嫁対策及び荷主対策の深度化並びに燃

料高騰対策等を推進しよう
一、改正改善基準告示の周知並びに長時間労働の是正及び取引環境の改善等「2024年問題」への

適切な対応を図ろう
一、多様な施策による良質なドライバーの人材確保を図ろう
一、交通事故及び労災事故の防止対策、物流DX及び環境・SDGs対策を推進しよう
一、高速道路料金の割引の拡充及び重要物流道路等広域道路ネットワークの整備など使いやすい

道路を実現しよう
一、適正化事業等を推進し公正な競争を確保しよう
一、大規模災害発生時における緊急輸送体制を確立しよう

第28回全国トラック運送事業者大会　令和5（2023）年スローガン

北海道トラック協会および７地区トラック協会

1010月月44日（水）札幌パークホテルで開催日（水）札幌パークホテルで開催
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︑
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３
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関
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る
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せ

は
︑
所
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す
る
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ま
で
︒

設立日　昭和 39 年 11 月 26 日
会　長　松橋　謙一
会員数　1,136 社（令和 5 年 3 月 31 日現在）
〒 065-0028　札幌市東区北 28 条東 1-2-8
TEL：011-751-4231

設立日　昭和 40 年１月８日
会　長　福原　裕二
会員数　207 社（令和４年３月 31 日現在）
〒 090-0835　北見市光西町 167
TEL：0157-24-4833

設立日　昭和 31 年 12 月 12 日
会　長　工藤　修二
会員数　2,976 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 064-0809　 札幌市中央区南 9 条西　　

1-1-10
TEL：011-531-2215

設立日　昭和 23 年４月１日
会　長　赤石　美枝子
会員数　263 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 084-0906　釧路市鳥取大通 6-1-4
TEL：0154-51-3108

設立日　昭和 26 年 10 月 16 日
会　長　菅藤　孝雄
会員数　254 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 041-0824　函館市西桔梗町 555-32
TEL：0138-49-1777

設立日　昭和 57 年９月 28 日
会　長　沢本　一輝
会員数　327 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 080-2459　帯広市西 19 条北 2-4
TEL：0155-36-8575

設立日　昭和 36 年 12 月 26 日
会　長　湯野　信一
会員数　404 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 079-8442　旭川市流通団地 2 条 4
TEL：0166-48-7244

設立日　昭和 49 年 5 月 25 日
会　長　鈴木　勝
会員数　378 社（令和５年３月 31 日現在）
〒 050-0081　室蘭市日の出町 3-4-11
TEL：0143-44-0993

札幌パークホテル

アクセスマップ

全国トラック運送事業者大会全国トラック運送事業者大会第
28
回

＜北見地区トラック協会＞＜北海道トラック協会＞ ＜旭川地区トラック協会＞

＜札幌地区トラック協会＞

＜釧根地区トラック協会＞

＜函館地区トラック協会＞

＜十勝地区トラック協会＞＜室蘭地区トラック協会＞


